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1. はじめに
日本福祉大学スポーツ科学部が開設されて 2年目
である. 学部教育の効果測定の尺度の一つとして本
学部では毎年度初めに学部のディプロマ・ポリシー
到達度を計るための調査を実施している. 調査項目
はアドミッション・ポリシー, ディプロマ・ポリシー,
体罰に関するもの, 学生にとっての学部教育の意義
に関すること, 学部教員の学生への向き合い方に関
する項目および, 課外活動 (部活動やサークル, あ
るいはオープンキャンパスやボッチャ大会の実行委
員など) 経験の有無で図 1 に示すとおりである. 1
年時 4月にはアドミッション・ポリシーとディプロ
マ・ポリシーに関わる項目の自己評価, 2～4 年時 4
月および, 卒業前の 4年時 1月にはディプロマ・ポ
リシーに関わる項目と学生にとっての学部教育の意
義に関すること, 学部教員の学生への向き合い方に
関する項目および, 課外活動経験の有無を中心に自
己評価することになっている. このうち学生にとっ
ての学部教育の意義は学部で提供している科目が学
生の将来にとって意味あるものとなっているかどう
かを確認することが目的である. 本学部では学部所
属の教員にできるだけ学生たちの名前を覚えること
そして丁寧な指導と支援をお願いしている. そのこ
とができているかどうかを確認する項目として学部
教員の学生への向き合い方に関することが質問項目
となっている. さらに, サークルや学部行事の実行
委員といった授業以外の課外活動経験の有無に関す
る項目はこれらへの参加がディプロマ・ポリシーに
与える影響を見るためのものである.
学部開設時からこうした調査を実施しているとこ
ろは少なく, 本学においてはスポーツ科学部だけで
ある. また, 本調査はアセスメントポリシー評価の
ツールとしての可能性を問うものでもある.
2017 年度 4 月には 1 期生に対して調査を実施し,
2018 年度 4 月には 1 年生 (2 期生) および 2 年生
(1 期生) に対して調査を実施した.
2017 年度に実施した調査結果は本紀要 1 巻に掲
載した. ディプロマ・ポリシーに関する項目の ｢実
際にスポーツを行い, その楽しさや難しさを理解し
説明することができる｣ や ｢困っている人を見たと
き話を聞いたり, 支援したりすることができる｣ と
感じている学生が多い一方で ｢スポーツを人文科学
[倫理的視点や歴史的視点], 社会科学 [社会学的視
点やマネジメントの視点], 自然科学 [生理学的視
点, バイオメカニクス的視点] など多様な観点から
説明することができる｣ や ｢英語を使って自己紹介
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その他
や会話をしたり, スポーツに関する英語の論文を読
んだりすることができる｣ ｢幼児や大人, 高齢者や
障害のある人に人間の発達理論に基づいたスポーツ
指導を行うことができる｣ と評価している学生は少
なかったことを報告した.
今回はその第 2 報である. 1 年生 (2 期生) の調
査結果を報告するとともに, 2 年生 (1 期生) がこ
の 1年間でどのような力をつけたと自己評価してい
るかを昨年度の結果と比較して明らかにする. また,
1 年時の授業内容および配列 (カリキュラム・ポリ
シー) の特徴をもとに今年度の調査結果について考
察することを目的とする.
本学部 FD委員会ではこれらの調査を毎年実施し,
その変化を明らかにすることで学生の成長を見ると
同時に, ディプロマ・ポリシーに対するカリキュラ
ム・ポリシーの妥当性, 授業内容の妥当性, 授業方
法の改善点, 教員の意識改革の必要性などを明らか
にすることで FD活動へと結びつけていきたいと考
えている.
2. 本学のカリキュラム・ポリシーに関して
2-1. カリキュラム・ポリシー
本学のカリキュラム・ポリシーは以下に示した内
容となる.
① 大学生としての一般教養はもとより, 日本福祉
大学に入学した学生として共通に学ぶ ｢ふくし｣
に関する科目を 『総合基礎科目』 とし, スポーツ
科学部を構成する専門諸科学の知識や研究成果を
学ぶ科目及びスポーツの実践力・指導力を養う演
習・実習系科目を 『専門科目』, 幅広い知見の獲
得や特定の資格を取得するための科目を 『自由科
目』 として教育課程を編成する.
② スポーツの文化的内容を学ぶために, ｢する,
みる (調べる), 支える, つくる, 伝える｣ とい
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図 1 スポーツ科学部アンケート実施時期と項目
う観点を軸として主な科目を分類し, それぞれに
必修科目を配置することでスポーツの幅広い学び
を担保する.
③ 教育課程を編成する上で, 以下の科目群に分類
し, 必要となる科目を配置する.
 スポーツ文化を多角的な視点 (人文・社会・
自然科学的視点) から理解するための科目
 スポーツの楽しさを体験的に理解するための
科目
 スポーツや運動の意味や価値について理解す
るための科目
 人間の発達に基づいた系統的な指導方法を身
につけるための科目
 スポーツ文化の継承・発展に貢献できる力を
身につけるための科目
 地域をはじめとした様々なスポーツや運動の
実践の場面に対応できる実践力を身につけるた
めの科目
 真実を見極める ｢知｣ への探求心を養うため
の科目
 国際社会を含む諸領域での情報の伝達・判断・
理解力を身につけるための科目
	 他者と, スポーツを含む多様な手段によって良
好な関係を構築する力を身につけるための科目
④ コース制を取らず, 履修モデルを示すことによ
り, 学生への履修指導を行う. 履修モデルに共通
する学びの内容として,
 幼少の子どもたちから, 成人, 高齢者までの
ライフステージ及び障害者における, 生涯スポー
ツの実践を展開できること
 スポーツニーズに応じたプログラムを策定し
指導することができること
 スポーツ集団を組織し運営できること
を位置づける. 上記の共通内容を基本とし, 以
下のとおり履修モデルを想定する.
 ふくしスポーツ系履修モデル
 スポーツ教育系履修モデル
 トレーニング科学系履修モデル
⑤ 小集団によるゼミ教育は, 1 年次 ｢導入ゼミ｣,
2 年次 ｢スポーツフィールドワーク｣, 3 年次 ｢専
門演習Ⅰ｣, 4 年次 ｢専門演習Ⅱ｣ より一貫性を
担保し, 4 年間のゼミ活動を系統的・発展的に展
開する.
⑥ スポーツ指導の実践力を身につけるために, 学
校, 各種福祉施設, 地域 (総合型地域スポーツク
ラブ等) 等, スポーツの多様な実践場面に出向き,
実際のスポーツ指導現場を体験する ｢スポーツフィー
ルドワーク｣ を 2年次に, 同じく ｢スポーツフィー
ルドワークⅡ1｣ ｢スポーツフィールドワークⅡ2｣
を 4 年次に配置し, スポーツ実践の現場における
課題や問題意識, 学生自身のスポーツ指導への関
わり方について学習する.
2-2. カリキュラムマップ
シラバス作成時に担当教員へ配布する資料には,
本学部のディプロマ・ポリシーの 9項目との関連性
について, 主に関係するものを ｢〇｣, 要素を含む
ものを ｢△｣ として, 表に示したものをカリキュラ
ムマップと呼んでいる. 総合基礎科目, 専門科目,
自由科目がある中で, 1 年次の専門科目のみを抽出
して表 1に示す.
1 年次は, D1 (スポーツを多角的視点 (人文･社
会･自然科学的視点) から理解している) が 21科目,
D3 (スポーツや運動の意味や価値について理解し
ている) が 13 科目, D9 (他者とスポーツを含む多
様な手段によって良好な関係を構築する力を身につ
けている) が 7科目といった順に多くマークがみら
れている.
各科目の担当教員がカリキュラムマップの内容を
理解し, シラバスを作成し, 授業を行っている. 今
回は, 1 年次のみであるが 4年次までに学習が深ま
り, 本学部のディプロマ・ポリシーが達成できるよ
うな取り組みを行っている.
2-3. 1 年生次の授業と活動内容
カリキュラム・ポリシー①②にあるように, スポー
ツの実践力・指導力を養うこと, ｢する, みる (調
べる), 支える, つくる, 伝える｣ という観点を備
えることを重要視している点からも, カリキュラム・
ポリシー⑨に示している 1年次の ｢導入ゼミ｣ にお
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いて, 授業の他にも様々な課外活動を行っている.
4 月には春季セミナーにおいて, 美浜町内ウォーク
ラリーを行い, 町内の施設や学校, 観光場所, 自然
などを見て回り, 地域の方々とコミュニケーション
をとっている. さらに6月には1年生全員対象のボッ
チャ大会を実施している. その大会は全て 1年生導
入ゼミの実行委員会において運営されている. 後期
には, 同じく実行委員会による体力測定の実施, 大
学祭のイベント運営, 導入ゼミの全体発表会などが
実施されている. また, 全学年 (現在は 1, 2 年生)
を対象に, 障害者スポーツに関する大会ボランティ
アを募集し課外活動を行っており, ボランティアは
希望者のみではあるが, 今年度 4月から 9月までに
延べ 129 名が参加している. こういったように, 授
業内・授業外においても様々な経験や学びができる
ような教育を行っている.
3. 調査方法
3-1. 対象
2018 年 4 月時点での日本福祉大学スポーツ科学
部の 1年生, 2 年生に対して, 自己評価アンケート
を実施した. 1 年生 188 名のうちアンケートを回答
したものが 188 名, 2 年生 195 名のうちアンケート
を回答したものが 176 名であった. 回収率は 1年生
100％, 2 年生 91.3％であった.
3-2. 質問内容
アンケートの質問項目は, 両学年を対象に本学部
のディプロマ・ポリシーに応じた 9項目 (D1-D9),
社会性, 体罰に関する 2項目 (社会人に求められる
日本福祉大学スポーツ科学論集 第 2巻 2019 年 3 月
― 74 ―
表１：日本福祉大学 スポーツ科学部カリキュラムマップ 凡例：○：達成するディプロマ, △：関連するディプロマ
力, 体罰) を行った.
1 年生に対しては加えて, アドミッション・ポリ
シーに応じた 5 項目 (A1-A5) を追加し, 2 年生に
対しては, 学生にとっての学部教育の意義に関する
項目, 学部教員の学生への向き合い方に関する項目
を6項, 課外活動 (部活動やサークル, あるいはオー
プンキャンパスやボッチャ大会の実行委員など) 経
験の有無を 2項加えた.
ディプロマ・ポリシーに応じた 9項目 (D1-D9)
と社会人に求められる力の項目の回答は, ｢4 点：
十分できる｣ ｢3 点：できる｣ ｢2 点：少しできる｣
｢1 点：全くできない｣ の 4 件法で求め, 得点が高
いほど自己評価が高いことを意味している.
体罰の項目に関しては, ｢1 点：全くそうは思わ
ない｣ ｢2 点：思わない｣ ｢3 点：思う｣ ｢4 点：強く
そう思う｣ とした.
2 年次を対象とした学生にとっての学部教育の意
義に関する項目, 学部教員の学生への向き合い方に
関する項目 6項 (No.17-No.22) は, ｢4 点：強くそ
う思う｣ ｢3 点：思う｣ ｢2 点：思わない｣ ｢1 点：全
くそうは思わない｣ の 4件法で評価した.
3-3. 統計処理
4-1 では横断的分析として 1 期生と 2 期生の入学
時の各項目の平均値を, t検定を用いて比較した.
4-2 は縦断的分析として 2017 年度入学者の 1 年次
から 2年次の変化の差を分析するために, 対応のあ
るｔ検定を行った. 4-3 では 1 期生に対し ｢学部教
育の意義に関する項目｣ について, ｢強くそう思う｣
と ｢思う｣ の割合を示した. 4-4 では部活動・サー
クル, ボランティアスタッフ参加の有無とディプロ
マ・ポリシーの回答を, ｢十分できる｣ ｢できる｣
｢少しできる｣ と ｢全くできない｣ の 2 区分に分け
χ2 検定を用い比較した.
なお統計解析には IBM SPSS Statistics 22 を使
用し, 有意水準は５％未満とした.
4. 結果
4-1. 横断的結果 (1 期生と 2 期生の入学時の傾向)
(1) アドミッション・ポリシーの項目比較
1 期生 (2017 年４月学者) と 2 期生 (2018 年 4
月入学) の入学時の結果を図 2に示した. 1 期生, 2
期生とも同じ傾向がみられているが, A1 (入学後
の修学に必要な基礎学力を有している人) は 1期生
が有意に高く (p<.01), A2 (スポーツへの関心が
あり, 学んだ知識と身につけた力を社会で活かした
いと考えている人) の項目に関しては 2期生が有意
に高かった (p<.05).
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図 2 1 期生 (2017 年度入学生)・2期生 (2018 年度入学生) の入学時比較 (アドミッション・ポリシー)
(2) ディプロマ・ポリシーの項目比較
図 3のディプロマ・ポリシーの項目においては,
全体的に 2018 年度入学者 (2 期生) の方が, 自己
評価が低い傾向にあった. D1 (スポーツ文化を多
角的視点から理解), D3 (スポーツの力を理解し説
明する), D4 (発達理論に基づいたスポーツ指導),
D5 (ニーズの理解のもとスポーツを伝える) にお
いては 2017 年度入学者が有意に高く (p<.01), 体
罰の項目は 2018 年度入学者が有意に高かった (p<.
01).
4-2. 縦断的結果 (2017 年度入学者の 1 年次から 2
年次の変化)
2017 年度入学生の 1年次, 2 年次の平均値を図 4
に示した. D4 (発達理論に基づいたスポーツ指導),
D6 (スポーツ大会の企画・運営), D9 (困ってい
る人の支援), 社会人に求められる力の項目で向上
したが, その他の項目は変化なし, または 1年次よ
りも低い値であった.
2 年次が有意に高かった項目としては, D6 (ス
ポーツ大会の企画・運営), 体罰の項目であった
(p<.01). しかし, D7 (深く知ろうという気持ちが
ある) 項目に関しては, 2 年次が有意に低かった
(p<.01).
体罰の項目 (｢スポーツ場面において体罰はある
程度仕方ないと思うか？｣) においては, 体罰容認
の割合が 4.5％から 0.0％となった. また, 体罰を
強く否定する割合は, 30.5％から 46.6％と増加した.
4-3. 学生にとっての学部教育の意義に関する項目,
学部教員の学生への向き合い方に関する項目
2 年生を対象とした学生にとっての学部教育の意
義に関する項目, 学部教員の学生への向き合い方に
関する項目では全ての項目において 8割以上が ｢強
くそう思う｣ ｢思う｣ と肯定的な評価をした. ｢強く
そう思う｣ ｢思う｣ の回答を合わせた割合は ｢スポー
ツ科学部で身についた力は将来役立つと思うか｣ で
は 97.6％, ｢スポーツ科学部の授業でスポーツの様々
な視点を深く知ることができた｣ では 97.4％, ｢教
員は丁寧に支援, 指導をしてくれた｣ では 98.6％,
｢教員は名前を覚えてくれたか｣ では 83.9％, ｢授
業に積極的に取り組むことができた｣ では 92.9％,
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図３ 1期生 (2017 年度入学生)・2期生 (2018 年度入学生) の入学時比較 (ディプロマ・ポリシー)
｢スポーツ科学部に入学して良かった｣ では 92.4％
であった.
4-4. 課外活動等の参加項目について
 部活動・サークル, ボランティアスタッフの参
加の割合
2年生のうち ｢現在, 大学の部活動・サークルに
入っている｣ と回答した者は 156 名で, 回答者全体
の 87.6％であった. また, ｢これまでにオープンキャ
ンパスや大学祭の学部事業 (体力測定や講演会) な
ど大学の行事にスタッフとして参加したことがある｣
と回答した者は91名で, 回答者全体の51.1％であっ
た.
 ボランティアスタッフの参加と各項目の回答の
関係
ボランティアスタッフ参加学生 (｢これまでにオー
プンキャンパスや大学祭の学部事業 (体力測定や講
演会) など大学の行事にスタッフとして参加したこ
とがある｣ と回答した学生) と参加していない学生
のディプロマ・ポリシーに対する項目の回答の比較
をすると, ボランティアスタッフに参加している学
生は参加していない学生より, D9 (困っている人
の支援) が有意に高かった (p<.01).
社会人に求められる力の項目に関しても, ボラン
ティアスタッフに参加している学生の方が有意に高
かった (p<.05).
学部教育の意義に関する項目, 学部教員の学生へ
の向き合い方に関する項目においては, ボランティ
アスタッフ参加学生は参加していない学生より, 6
項目中 5項目が高い傾向にあった. 高かった項目は,
｢スポーツ科学部で身について力は将来役立つと思
うか｣ (p<.05), ｢教員は丁寧に支援, 指導をしてく
れた｣ (p<.001), ｢教員は名前を覚えてくれたか｣
(p<.05), ｢授業に積極的に取り組むことができた｣
(p<.001), ｢スポーツ科学部に入学して良かった｣
(p<.001) であった.
ボランティアスタッフ参加学生の 1年次から 2年
次への変化として有意に高かった項目は, D5 (ニー
ズの理解のもとスポーツを伝える) であった (p<.0
5). また, D9 (困っている人の支援) に関しても
向上傾向がみられた.
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図 4 2017 年度入学生の 1年次と 2年次比較 (ディプロマ・ポリシー)
5. 考察
アドミッション・ポリシーの項目比較から, 1 期
生と 2 期生との差としては, A1 (入学後の修学に
必要な基礎学力を有している人) においては 1期生
が高く, A2 (スポーツへの関心があり, 学んだ知
識と身につけた力を社会で活かしたいと考えている
人) については 2期生が高い結果であったが, 全体
的に 1期生と 2期生は同じような傾向が見られ, 項
目別では, A2 (スポーツへの関心があり, 学んだ
知識と身につけた力を社会で活かしたいと考えてい
る人), A3 (自己の可能性に挑戦する意欲のある人),
A5 (他者を理解し, 仲間や集団づくりに取り組む
ことができる人) の 3項目は 3点以上であり, その
他 2項目も 2.6 以上を示していることから, 全体的
に求めている対象の入学生が入ってきている傾向に
ある.
1 期生がこの 1 年間でどのような力をつけたと自
己評価しているかについては, ディプロマ・ポリシー
の項目からは 9項目中 3項目の D4 (発達理論に基
づいたスポーツ指導), D6 (スポーツ大会の企画・
運営), D9 (困っている人の支援) で向上傾向にあっ
たが, 全体的に ｢十分にできている｣ と自己評価し
ている割合は減っていた. 実際に大学の深い学びを
受け始めたことで, スポーツ科学に対する理解の足
らなさを認識したことから ｢十分に理解していると
は言えない｣ という答えが多くなっているのではな
いかと推測される. 今後, さらに専門性の高い科目
を学んでいくことで, 理解が深まることが望まれる.
また, 体罰に関して容認的な意見はなくなったこと
は, この 1年間での授業において体罰の問題点と向
き合い, その考え方を学べる科目として ｢スポーツ
科学入門｣, ｢スポーツ哲学｣, ｢スポーツ社会学｣,
｢スポーツ教育学｣ が該当していることから, その
成果として考えられる. ディプロマ・ポリシー項目
で低い値を示していた 5項目 D1 (スポーツ文化を
多角的視点から理解), D2 (スポーツの楽しさや難
しさを理解説明), D3 (スポーツの力を理解し説明
する), D5 (ニーズの理解のもとスポーツを伝える),
D7 (深く知ろうという気持ちがある) に関しては,
授業内容の理解ができていないことや, 1 年次に自
己評価を高めにチェックしていたことが要因ではな
いかと考えられる. D8 (英語を使って自己紹介・
会話・論文を読む) に関しては 1年次での学びでは
変化が見られなかった. これは, 1 年次での必修授
業 ｢フレッシュマン・イングリッシュⅠ・Ⅱ｣ の内
容が, 自己評価を向上させるまでのレベルまで達し
ていなかったことや, 英語論文を読むことは 1年次
では実施していないことの影響ではないかと推測さ
れる.
ディプロマ・ポリシーにある ｢スポーツ大会の企
画運営｣ について, 有意に高かった理由としては,
課外活動等の参加が影響していると言えるだろう.
課外活動参加の有無の項目から, 大学行事に参加し
たボランティアスタッフ参加の割合が全体の 51.1
％を示しており, 半数を超えた学生が何らかの課外
活動やボランティアスタッフを経験し, その経験が
｢スポーツ大会の企画運営｣ の平均値をあげたこと
が考えられる. また授業内においても, 実行委員会
形式でのイベント運営を行うことを 1 年次に取り入
れてきたことなども影響を及ぼしていると推測できる.
ボランティアスタッフ経験者の 1年間の変化では,
D5 ｢スポーツに対するニーズを理解し, スポーツ
の影響力について伝えることができる｣ が有意に高
くなっていた. このことから, 授業内外での実践的
な活動を通じた学びが反映している項目であると言
える. また, ボランティアスタッフ参加学生の方が,
学部教育の意義に関する項目, 学部教員の学生への
向き合い方については高い評価を示していることか
ら, 大学行事等の授業外での教員との関わりが関与
していることが考えられた.
6. まとめ
本調査研究では日本福祉大学スポーツ科学部学生
の, アドミッション・ポリシー, ディプロマ・ポリ
シー等, 学部教育の意義や教員の学生への向き合い
方に関する自己評価の, 1 期生 (2017 年４月入学)
と２期生 (2018 年４月入学) の学年間比較 (１年
時４月の結果の横断的比較), および 1 期生の経年
比較 (１年時４月と２年時４月の縦断的比較) を行っ
た. その結果, 以下のことが明らかになった.
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① アドミッション・ポリシーの横断比較では 1期
生と 2 期生とも同様の傾向がみられているが,
A1 (入学後の修学に必要な基礎学力を有してい
る人) は 1 期生が, A2 (スポーツへの関心があ
り, 学んだ知識と身につけた力を社会で活かした
いと考えている人) 関しては 2期生が高く統計的
有意差が見られた.
② ディプロマ・ポリシーの横断比較では全体的に
１期生の方が, 自己評価が高い傾向にあった. こ
のうちD1 (スポーツ文化を多角的視点から理解),
D3 (スポーツの力を理解し説明する), D4 (発
達理論に基づいたスポーツ指導), D5 (ニーズの
理解のもとスポーツを伝える) に関して有意差が
見られた. ただし, 体罰の項目は 2期生が有意に
高く, 体罰を否定する傾向が強かった.
③ 1 期生の縦断比較では D4 (発達理論に基づい
たスポーツ指導), D6 (スポーツ大会の企画・運
営), D9 (困っている人の支援), および社会人
に求められる力と体罰の項目で向上し, このうち
D6 と体罰の項目で有意差が見られた. 一方, 他
の項目は変化なし, または 1 年次よりも低く,
D7 (深く知ろうという気持ちがある) は 1 年時
と比較して有意に低かった.
④ 1 期生の学部教育の意義, 教員の学生に対する
向き合い方に関する項目 6項目のうち, 5 項目で
肯定的な評価をした学生が 9割以上と非常に評価
は高かった.
⑤ 1 期生のうち, 大学オープンキャンパス等ボラ
ンティアの経験をした学生が 51.1％おり, これ
らの学生は D9 (困っている人の支援), 社会人
に求められる力の項目に関しても, ボランティア
経験のない学生よりも自己評価が有意に高かった.
またこれらの学生は学部教育の意義に関する項目,
学部教員の学生への向き合い方に関する項目にお
いてもボランティア経験のない学生より評価が高
かった.
調査の結果, ディプロマ・ポリシー等に対して学
部教育が有効に機能していると思われる項目もある
が, 十分な成果が出ていないと思われる項目もある
ことがわかった. これらは学部立ち上げから 1年間
の教育の結果であり, 今後も同様の調査を継続し,
学生たちの変化を確認していく必要がある. カリキュ
ラムマップとの対比を丁寧に行い, 学年進行ごとに
本学部が狙いとした力を学生が身につけているかど
うかを見ていき, その結果を学部改革, カリキュラ
ム改革に結び付けていくことが本調査の目的の一つ
であり, FD活動たるゆえんである. そのためにも
各学部教員が担当する授業がディプロマ・ポリシー
のうち何を担っているかを意識するとともに, 学生
たちにもそのことを意識させて授業を展開すること
が重要である.
本調査結果からは授業以外のボランティア活動等
に参加した学生が学部教育の意義等に関して積極的
な自己評価を行っていることが明らかになった. 授
業と合わせてこうした活動を行いやすい環境を設定
することで学生生活がより充実することが示唆され
ており, この点についても学部として取り組んでい
く必要がある.
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本学部のアドミッション・ポリシーおよびディプロマ・
ポリシー
【アドミッション・ポリシー】
① 入学後の修学に必要な基礎学力を有している人
② スポーツへの関心があり, 学んだ知識と身につけた力
を社会で活かしたいと考えている人
③ 自己の可能性に挑戦する意欲のある人
④ 自分の考えを表現し, 意思の疎通を図ることができる
人
⑤ 他者を理解し, 仲間や集団づくりに取り組むことがで
きる人
【ディプロマ・ポリシー】
＜知識＞
① スポーツ文化を多角的視点 (人文･社会･自然科学的視
点) から理解している.
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国民が心身ともに健康で文化的な生活を送るためには,
スポーツ文化を学際的・実践的視点から考え, 多角的視
点から理解している必要がある.
② スポーツの楽しさを体験的に理解している.
自発的な運動の楽しみを特性とする文化であるスポー
ツ文化を普及, 振興していくためには, 競技力の獲得等
によって得られる精神的充足感のみならず, 本質的なス
ポーツの楽しさを体験的に理解している必要がある.
③ スポーツや運動の意味や価値について理解している.
すべての国民にとって, 健康の維持増進のみならずス
ポーツや運動がもたらす多様な意味や価値について理解
している必要がある.
＜技能＞
④ 人間の発達に基づいた系統的な指導方法を身につけて
いる.
スポーツや運動の指導にあたっては, 幼児から高齢者
まで, また障害者を含んだすべての人間を対象にその発
達や身体状況に応じた指導方法が身についていなくては
ならない. また, それらの学びは, 学生自身の競技力の
向上を目指す上でも大変重要となる. そして, 障害のあ
る子どもや障害のある人への系統的な運動・スポーツ指
導が障害のない一般の人のスポーツ指導に通じることを
体験的に学んでいる必要がある.
⑤ スポーツ文化の継承・発展に貢献できる力を身につけ
ている.
学んだスポーツ科学の知見に基づき, 先人から受け継
いだスポーツ文化を創造し, さらに次代に引き継ぐとい
う継承・発展の責務が私たちにはあり, そのことを自覚
してスポーツ実践やスポーツ指導に取り組むことができ
る必要がある.
⑥ 地域をはじめとした様々なスポーツや運動の実践の場
面に対応できる実践力を身につけている.
様々なスポーツや運動の実践の場面で生じている諸課
題を的確に発見し, 諸資源を利用して解決に導く実践力,
人々のニーズに応じた事業を企画・立案し組織的に運営・
展開していく力, 集団や団体を組織し経営する力は, 競
技力の向上を含む自身のスポーツ実践を支え, そして人々
に適切にスポーツを提供し普及していくために必要であ
る.
＜思考・判断・表現 (福祉大スタンダード)＞
⑦ 真実を見極める ｢知｣ への探求心を有している.
｢知｣ への探究心によって, スポーツ文化に関連する諸
科学の知識をより広く身につけておくことで, スポーツ
文化をより深く理解することにつなげる.
⑧ 国際社会を含む諸領域での情報の伝達・判断・理解力
を身につけている.
基礎学力としての語学力や情報収集・伝達のための情
報機器の有効活用力を生かし, 人々がつながり合うため
に発揮されるコミュニケーション力は, グローバル社会
に対応する人材には不可欠である.
⑨ 他者と, スポーツを含む多様な手段によって良好な関
係を構築する力を身につけている.
弱者や困っている人に共感し, そうした人々に友愛の
念をもって関係性を構築し, スポーツを通じた共生社会
の形成, さらに ｢ふくし｣ の発展に資することは本学の
建学の精神に通じると考えている.
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